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大
学
院
商
学
研
究
科
と
商

学
研
究
所
は
、
メ
ー
カ
ー
と

小
売
企
業
で
震
災
対
応
を
担

当
し
た
２
氏
を
招
き
、
「
東

日
本
大
震
災

へ
の
企
業
の

対
応
と
復
興

へ
の
展
望
」

と
題
す
る
公

開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
、
１

月
１９
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
し

た
∥
写
真
。

東
日
本
大

震

災

発

生

後
、
多
く
の

企
業
が
被
災

地
支
援
や
企

業
活
動
再
開
に
向
け
精
力
的

に
取
り
組
み
、
早
期
復
旧
を

目
指
し
て
き
た
。
災
害
リ
ス

ク
の
高
い
日
本
に
お
け
る
企

業
の
リ
ス
ク
対
応
の
あ
り
方

や
復
元
力
に
つ
い
て
、
研
究

と
企
業
事
例
の
両
面
か
ら
検

証
し
た
。

ま
ず
、
商
学
研
究
所
長
の

渡
辺
達
朗
商
学
部
教
授
の
あ

い
さ
つ
と
趣
旨
説
明
に
続

き
、
大
学
院
商
学
研
究
科
長

の
上
田
和
勇
商
学
部
教
授
が

「
東
日
本
大
震
災
と
企
業
の

復
元
力
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
、
「
企
業
の
復
元
力
の
源

と
な
る
三
つ
の
指
標
は
、
リ

ス
ク
を
直
視
す
る
こ
と
、
企

業
の
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

ち
続
け
る
こ
と
、
柔
軟
な
思

考
と
行
動
力
を
持
ち
続
け
る

こ
と
で
あ
る
」
と
論
究
。

続
い
て
ラ
イ
オ
ン
株
式
会

社
執
行
役
員
、
ラ
イ
オ
ン
商

事
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
の
榊
原
健
郎
氏
と
、
イ
オ

ン
株
式
会
社
グ
ル
ー
プ
総
務

つ

づ

ら

部
部
長
廿
楽
光
正
氏
が
、
震

災
発
生
時
の
詳
細
な
状
況
と

初
動
対
応
、
被
災
地
に
お
け

る
支
援
活
動
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
対
応
に
つ
い
て

と
、
震
災
か
ら
得
た
教
訓
と

今
後
の
課
題
な
ど
を
報
告
し

た
。２

社
の
報
告
の
あ
と
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
復
元
力
の
高
い
企

業
に
共
通
す
る
要
因
や
、
在

庫
管
理
を
は
じ
め
と
す
る
今

後
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

１２
月
１７
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
社
会
科
学
研
究
所
の

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
原
発

事
故
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

転
換
」が
開
催
さ
れ
、３
氏
の

パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
報
告
が

行
わ
れ
た
∥
写
真
。
約
４０
人

が
聴
講
。
司
会
を
兵
頭
淳
史

経
済
学
部
教
授
が
務
め
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
社
会
科

学
研
究
所
長
の
町
田
俊
彦
経

済
学
部
教
授
が
「
今
後
、
原

発
問
題
を
ど
う
見
極
め
て
い

く
べ
き
か
。
そ
の
手
が
か
り

を
探
り
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

最
初
に
清
水
修
二
福
島
大

学
副
学
長
が
、
地
元
福
島
で

地
方
財
政
論
を
研
究
し
て
き

た
立
場
か
ら
「
原

発
立
地
地
域
の
経

済
と
地
方
財
政
―

福
島
県
双
葉
地
域

を
中
心
に
―
」
と

題
し
、
福
島
県
双

葉
町
の
現
状
や
原

発
立
地
を
め
ぐ
る

問
題
点
を
報
告
。

「
福
島
県
双
葉

町
へ
の
迷
惑
施
設

・
原
発
の
集
中
立

地
の
見
返
り
に
、

電
源
交
付
金
が
配

分
さ
れ
て
き
た
が
、
原
発
事

故
に
よ
る
損
害
と
比
較
す
れ

き
ん
し
ょ
う

ば
僅
少
」
と
報
告
。
「
原
発

の
廃
炉
で
失
わ
れ
る
１
万
人

分
の
雇
用
創
出
が
課
題
」
と

語
っ
た
。

続
い
て
野
口
邦
和
日
本
大

学
専
任
講
師
（
福
島
大
学
客

員
教
授
）
は
、
放
射
線
防
護

学
の
見
地
か
ら
「
放
射
能
拡

散
の
現
状
と
課
題
」
と
題

し
、
セ
シ
ウ
ム
な
ど
放
射
性

物
質
の
特
性
や
福
島
原
発
事

故
以
降
の
放
射
能
汚
染
の
状

況
を
報
告
。
「
内
部
線
量
を

下
げ
る
た
め
に
政
府
は
食
品

の
放
射
能
濃
度
の
監
視
を
強

化
し
、
暫
定
規
制
値
を
下
げ

る
べ
き
。
最
重
要
課
題
は
居

住
地
域
の
除
染
で
あ
る
」
と

提
言
し
た
。

最
後
に
泉
留
維
経
済
学
部

准
教
授
が
、
環
境
経
済
学
の

見
地
か
ら
「
脱
原
発
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能

性
」
と
題
し
、
山
口
県
の
上

関
原
子
力
発
電
所
建
設
計
画

か
ら
見
え
る
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
点
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
導
入
し
脱
原
発
の
シ

ナ
リ
オ
を
ど
う
描
い
て
い
く

か
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

報
告
後
の
質
疑
応
答
で
は

聴
講
者
か
ら
多
く
の
質
問
や

見
解
が
寄
せ
ら
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
の
駐
日
大
使
を
迎
え
た
２
つ
の
法
学
部
学
術
講
演
会
が
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
１２
月
８
日
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
ヌ
ー
ル
・
ム
ハ
マ
ド
・

ジ
ャ
ド
マ
ニ
大
使
、
同
１５
日
は
イ
ラ
ク
の
ル
ク
マ
ン
・
フ
ェ
ー
リ
大
使
。
両
大
使
と

も
本
学
講
演
は
２
回
目
。
い
ず
れ
も
広
瀬
崇
子
教
授
が
進
行
役
に
な
り
、
大
勢
の
学

生
が
傾
聴
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
ジ
ャ
ド
マ

ニ
大
使
は
「
現
在
、
パ
キ
ス

タ
ン
と
米
国
の
関
係
は
難
し

い
状
況
に
あ
る
。
今
日
お
話

し
し
た
こ
と
が
パ
キ
ス
タ
ン

の
み
な
ら
ず
、
南
ア
ジ
ア
全

般
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
」

と
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
対
米
政

策
に
つ
い
て
語
っ
た
。

独
立
以
来
続
く
隣
国
イ
ン

ド
と
の
不
安
定
な
関
係
が
米

国
の
軍
事
的
支
援
を
必
要
と

す
る
こ
と
や
、
経
済
発
展
の

た
め
の
経
済
的
・
技
術
的
援

助
を
求
め
た
こ
と
が
、
パ
キ

ス
タ
ン
が
米
国
と
の
協
調
路

線
を
選
択
し
た
要
因
だ
が
、

近
年
は
中
国
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
、
イ
ラ
ン
な
ど
近
隣
の

国
々
の
存
在
も
、
パ
キ
ス
タ

ン
の
外
交
政
策
を
左
右
す
る

重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ

て
い
る
。

大
使
は
①
２
０
０
１
年
９

月
の
米
国
で
の
同
時
多
発
テ

ロ
に
よ
り
、
米
国
と
イ
ス
ラ

ム
教
国
で
あ
る
パ
キ
ス
タ
ン

は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
安
全

保
障
を
注
視
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、
②
昨
年
５
月
首

都
イ
ス
ラ
マ

バ
ー
ド
郊
外

で
、
ア
ル
カ

イ
ダ
の
指
導

者
、
オ
サ
マ

・
ビ
ン
ラ
デ

ィ
ン
を
米
特

殊
部
隊
が
殺

害

し

た

こ

と
、
こ
の
２

要
素
が
、
国
内
の
反
米
感
情

を
高
め
て
い
る
と
話
し
た
。

大
使
は
ま
た
、「
し
か
し
、

米
国
か
ら
は
安
全
保
障
だ
け

で
な
く
、
経
済
や
教
育
の
面

で
大
き
な
援
助
を
受
け
て
い

る
。
米
国
と
は
こ
れ
か
ら
も

深
く
か
か
わ
っ
て
い
く
だ
ろ

う
」
と
話
し
た
。

質
疑
応
答
で
、
核
兵
器
に

対
す
る
大
使
の
考
え
を
問
わ

れ
、
「
イ
ン
ド
が
１
９
６
０

年
か
ら
核
開
発
に
着
手
し
た

こ
と
も
あ
り
、
自
衛
の
た
め

の
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

原
理
主
義
者
の
手
に
渡
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
責
任
を
持

っ
て
管
理
し
て
い
る
」
と
見

解
を
述
べ
た
。

イ
ラ
ク
の
フ
ェ
ー
リ
大
使

は
、
イ
ラ
ク
の
情
勢
や
復
興

に
向
け
た
民
主
化
の

動
き
に
つ
い
て
、
１

時
間
半
に
わ
た
っ
て

講
演
。

多
民
族
に
よ
る
多

様
性
に
満
ち
た
国
イ

ラ
ク
の
歴
史
や
、
多

数
の
国
々
に
囲
ま
れ

た
立
地
を
考
慮
す
る

こ
と
が
イ
ラ
ク
理
解

の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

と
し
た
。

ま
た
今
後
の
イ
ラ

ク
の
前
進
に
必
要
な

も
の
は
▽
治
安
の
安
定
▽
社

会
秩
序
▽
経
済
的
恩
恵
の
享

受
―
―
と
し
、
そ
れ
ら
は「
良

き
統
治
（g

o
o
d
g
o
v
e
r
n
a

n
c
e

）
か
ら
生
ま
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

２
０
１
２
年
３
月
に
首
都

バ
グ
ダ
ッ
ド
で
イ
ラ
ク
を
主

催
国
と
し
て
「
ア
ラ
ブ
首
脳

国
会
議
」
が
開
か
れ
る
予
定

で
、
大
使
は
「
イ
ラ
ク
が
国

際
社
会
に
復
帰
す
る
契
機
と

し
た
い
」
と
結
ん
だ
。

▽

聴
講
し
た
学
生
か
ら
多
数

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
▽

「
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
イ
ス
ラ

ム
原
理
主
義
者
ば
か
り
が
い

る
と
思
っ
て
い
た
が
、
大
多

数
の
国
民
は
近
代
国
家
を
作

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
っ
た
」
（
パ
キ
ス
タ

ン
）
▽
「
あ
れ
ほ
ど
多
様
性

に
富
む
国
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
一
言
で
片
づ
け
ら
れ
な

い
複
雑
な
社
会
が
あ
る
」
▽

「
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
を
う
呑

み
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
」
（
以
上
イ
ラ

ク
）
と
発
見
の
大
き
さ
を
表

し
て
い
た
。

大
学
院
へ
の
入
学
を
希
望
す
る

大
学
生
、
大
学
院
生
、
社
会
人
、

外
国
人
留
学
生
な
ど
を
対
象
と
し

た
「
大
学
院
進
学
説
明
会
」
が
１２

月
１７
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初

開
催
さ
れ
た
。
１
１
７
人
が
来
場

し
、
各
研
究
科
の
教
員
ら
に
よ
る

個
別
相
談
な
ど
を
受
け
、
大
学
院

ガ
イ
ド
な
ど
の
配
布
資
料
を
手
に

し
て
い
た
。

２００５年度に文部科学省により私立大学オ

ープンリサーチセンター事業の選定を受け

た社会知性開発研究センター／言語・文化

研究センターの「Anglo-Saxon 語の継承と

変容」プロジェクト（５年間）は、ゲルマ

ン諸語（古アイスランド語、ドイツ語など）

を視野に入れて古英語から現代英語に至る

英語学、認知心理学を含む生成文法理論、

さらに、西洋古典、イタリア・ルネッサン

ス文学、中世フランス文学を含む中世英文

学の研究を行った。

本プロジェクトの大きな目標は、日本に

おける中世英文学と言語理論の研究を世界

に発信することである。既に、「ニュース

専修」で紹介された専修大学出版局からの

専修大学写本ファクシミリ『ポリクロニコ

ン MS１』、『薔薇物語（羊皮紙写本）MS２』

と『薔薇物語（紙写本）MS３』を中心とす

る全１４点に次いで、４冊の海外からの出版

を行った。

まず、John Benjamins 社から出版され

た理論言語学の図書である、Askedal,

Roberts, Matsushita and Hasegawa 編によ

る Germanic Languages and Linguistic Uni-
versals には、長谷川宏教授、濱松純司教

授、東裕美准教授の理論研究論文を含む１０

編が掲載されている。

次に、同社から Askedal, Roberts and

Matsushita 編の Noam Chomsky and
Language Descriptions が出された。生成文

法の創始者である、MIT の Noam Chomsky

教授から草創期の３論文を寄稿していただ

き、濱松純司教授と宮前和代教授が論文を

載せた。全部で１０編から成る。

さらに、Peter Lang 社から中世英文学

関連の図書を刊行した。 Matsushita,

Schmidt and Wallace eds. From
Beowulf to Caxton: Studies in Medieval Lan-
guages and Literature, Texts and Manuscripts
には、A.V.C. Schmidt

（Oxford）， Helen Barr （Oxford），

Sylvia Huot （ Cambridge ）， Patrick

O'Neill（University of North Carolina

at Chapel Hill）などの海外の研究者から

の論文を含む１４編から成る、国際色豊かな

出版物となった。

また、同社から、客員研究員の Tadao

Shimomiya 氏による Alliteration in the Po-
etic Edda が単行書として刊行された。

今後も国際的なレベルで専修大学での研

究を発信し続けることが望まれる。

（文学部教授・松下知紀）

▲パキスタンのジャドマニ大使

神田キャンパスで

大学院進学説明会

▲ 神田キャンパスで初開催

され１１７人が来場した

企
業
の
対
応
と
事
例
を
報
告

東
日
本

大
震
災

パ
キ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
の
駐
日
大
使
が
講
演
会

学生から
活発な質問

対
米
政
策
の
現
状
語
る

経済・泉准教授ら講演
原発問題 手がかり探る

▲講演する泉留維准教授

社会科学研究所シンポジウム

国
際
社
会
復
帰
の
年
に

国際性を発揮し海外で出版４点

「Anglo-Saxon 語の継承と変容」

プロジェクト

▲ イラクのフェリー大使

大
学
院
商
学
研
究
科
・
商
学
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（２）２０１２年（平成２４年）２月８日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４９７号


